
科目 講師 提出
25年 月 日

学科 学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 50 ％
演
習

50 ％ 実習 0 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）
↳ （ ）

＜教員紹介＞

国際ホテル＆ブライダル科 2年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

ホテル英語・専門用語Ⅱ 比谷　茂
1 2

授業の方法 講義

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

●テキストを中心に英語の表現を学び覚えていく　●テキスト以外にもホテルで実際に使われている生きた素材を使用して表限の幅を広げていく

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

ホテルで日常使用される英語の習得を目的とする

●ホテル英語１で学習した内容をベースにして、ホテルで実際に使われている英語の習得を目指す　●具体的な語彙を増やして会話力を向上させ
る　●英語を怖がらずに親しむことを目指し、自分から積極的に話せるようにする　●よく使われる単語、フレーズを耳に慣れるようにする

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習　
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 Lesson1　Room Reservations ： Dialogue ３、　Dialogue ４ テキスト・プリントなど

1 オリエンテーション、英語で自己紹介、Greetings テキスト・プリントなど

2 Lesson1　Room Reservations ： Dialogue 1、　Dialogue ２ テキスト・プリントなど

4 Lesson1　Room Reservations ： Useful phrases、　Exercise、　Review test テキスト・プリントなど

5 Lesson2　Check-in ： Dialogue 1、　Dialogue ２ テキスト・プリントなど

8 Lesson3 Hotel services ： Dialogue 1、　Dialogue 2 テキスト・プリントなど

6 Lesson2　Check-in ： Dialogue ３、　Dialogue ４、　Dialogue 5 テキスト・プリントなど

7 Lesson2　Check-in ： Useful phrases、　Exercise、　Review test テキスト・プリントなど

9 Lesson3 Hotel services ： Dialogue 3、　Dialogue 4 テキスト・プリントなど

10 Lesson3 Hotel services ： *Dialogue 5、　Dialogue 6 テキスト・プリントなど

13 Lessson5　Check-outs ： Dialogue 1、　Dialogue 2 テキスト・プリントなど

14 Lessson5　Check-outs ： Dialogue 3、　Dialogue 4 テキスト・プリントなど

11 Lesson3 Hotel services ： Dialogue 10、　Dialogue 11 テキスト・プリントなど

12 Lesson3 Hotel services ： Useful phrases、　Exercise、　Review test テキスト・プリントなど

都内大型ホテルでの37年に亘る実務経験あり、日本ホテルレストランコンサルタント協会シニアコンサルタントの資格を有する

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　10　％） 作品（　　　％）

15 Lessson5　Check-outs ：  Useful phrases、　Exercise、　Review test テキスト・プリントなど

前回授業の復習および適宜宿題あり

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　90％） 小テスト（　　　　　％）


